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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「1,2－アゾールの直接官能基化を基盤とした合成法開発と光応答性分子としての利用」と題し，連続
的カップリングによる 4 置換ピラゾールの合成と機能評価，イソオキサゾールの直接官能基化法の開発，および
イソオキサゾールの光分解反応を利用した有機合成反応の開発について述べており，全 7 章より構成されている。 

第一章「序論」では，機能性複素環化合物としての 1,2－アゾールの有用性，とりわけピラゾールとイソオキサ
ゾールが示す光照射下での特異な性質を説明するとともに，この性質が有効利用されていないことを述べた。続
いて，これらの化合物について従来の合成法を概観し，位置選択性や入手容易性，さらには供給可能な誘導体の
構造多様性といった点から問題を明らかにした。最後に，これまでに開発された 1,2－アゾールの直接官能基化法
を詳述し，連続的カップリングによるピラゾール合成法の確立と，イソオキサゾールの直接官能基化法の開発の
必要性を述べ，本研究の意義を明らかにした。 
第二章「3－ヨードピラゾールをプラットフォームとする 4 置換ピラゾールの合成法開発」では，3－ヨードピ

ラゾールに対する連続的なカップリングによるアリール 4 置換ピラゾールの合成について述べている。とくに，
所属研究室で懸案課題となっていた，1,3－ジアリールピラゾールの 5 位での C-H アリール化反応を検討した結果，
高位置選択的な反応条件の確立に成功した。また，得られた 3 置換ピラゾールの 4 位での C-H アリール化により，
連続的カップリングによる 4 置換ピラゾールの合成を実証した。 

第三章「ピラゾールをプラットフォームとする 4 置換ピラゾールの合成法開発と機能評価」では，第 2 章で開
発した合成法よりも，短工程かつ基質適用範囲の広い合成法の開発と，3 または 4 置換ピラゾールの機能評価につ
いて述べている。すなわち，無置換ピラゾールを出発原料として，入手容易な原料のみを用い，わずか 4 工程に
て 4 置換ピラゾールを合成する手法を開発し，多種多様な 3 または 4 置換ピラゾールを合成した。得られた化合
物の吸収・発光スペクトル測定を行い，ピラゾール系色素として最大の Stokes shift をもつ 3 置換ピラゾールを見
出すとともに，Stokes shift を増大させる化合物の設計指針を示した。 
第四章「4－イソオキサゾリルアニオンを利用する置換イソオキサゾール合成法の開発」では，これまで成功例

のなかった 4－イソオキサゾリルアニオンの調製と，これと求電子剤との反応によるイソオキサゾールへの置換基
導入法の開発について述べている。まず 4－ヨードイソオキサゾールの供給法を確立したのち，ヨウ素－金属交換
反応を検討した結果，希釈条件下での turbo Grignard 試薬を用いたヨウ素－マグネシウム交換により，望む 4－イ
ソオキサゾリルアニオンの調製に成功した。このカルボアニオンと求電子剤との反応を検討し，4 位への置換基導
入法を確立した。さらに，開発した手法を基盤とした triumferol の効率的合成や，逐次的置換基導入による 3 置換
イソオキサゾールの合成について述べた。以上より，既知法では入手困難な誘導体の供給が可能となったことか
ら，開発した手法が置換イソオキサゾール合成における新規かつ有効なアプローチであることを明らかにした。 
 第五章「金(I)触媒を用いるイソオキサゾールの芳香族求電子置換型分子内環化反応」では，イソオキサゾール
の 5 位における芳香族求電子置換型反応を鍵とした，新規縮環イソオキサゾールの合成法開発について述べてい
る。まず，第四章で開発した手法をもとに合成した基質に対し金(I)触媒を作用させることで，イソオキサゾール
の 5 位における芳香族求電子置換型反応を初めて実現し，新規 2 環性化合物であるピラノイソオキサゾールの合
成に成功した。また，プロパルギルアミノ基を有する基質の環化反応も検討し，脱水素化剤としてイミンの添加
が鍵であることを明らかにした。さらに，本手法を基にさらなる誘導体合成へと展開した。以上より，イソオキ
サゾールの 5 位での求電子置換反応が，新規誘導体の創出に有効なアプローチであることを明らかにした。 

第六章「イソオキサゾールの光分解を利用した 5－ヒドロキシイミダゾリンの合成とタンパク質ラベル化への展
開」では，イソオキサゾールの光分解反応により生じる高反応性中間体を利用した有機反応の開発について述べ
ている。すなわち，アミンを用いたアシルアジリンの捕捉に初めて成功し，イソオキサゾールが 5－ヒドロキシイ
ミダゾリンに変換されることを明らかにした。5－ヒドロキシイミダゾリンはその不安定性ゆえ合成困難であり，
本反応によって新規誘導体の供給が可能となった。さらに，タンパク質中に含まれるリジン残基の求核性を利用
することで，本手法がタンパク質のラベル化に応用できることを明らかにした。 
第七章「結論」では，本論文を総括した。 
以上を要するに本論文は 1,2－アゾールの直接的官能基化を基盤とした新規合成法開発と光応答性分子として

の利用に関する研究成果であり，理学上貢献するところが大きい。よって，本論文は博士（理学）の学位論文と
して十分な価値があるものと認められる。 
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